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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

脳のコネクトームデータの計測が盛んに行われている。

脳シミュレーションでコネクトームデータを利用するために

は、前処理が必要となる。その前処理には並列計算による

処理が必要となる。本課題では脳シミュレーションにコネクト

ームデータの前処理を行うプログラムのテストとデータ生成

を行う。 

関係するプロジェクトは学術変革領域 B げっ歯類全脳シ

ミュレーションによる脳の全体性の解明になる。マウス脳コ

ネクトームデータを用いた脳シミュレーションを目指している。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

 Allen Institute が提供する Mouse Connectivity Model か

ら得られるコネクトームデータについて、MONET シミュエー

タによってシミュレーションで、並列計算を実行できるように、

データの空間分割を行う。領域ごとに、構造に関わる情報

検出をし、それをもとに空間分割をし、領域ごとの json 形式

のデータファイルに出力する。 

 

３． 結果 

 Mouse Connectivity Model のコネクトームデータを読み込

み、処理する Python プログラムを作成した。Hokusai の並

列処理を利用して、全脳領域について、それぞれの jsonフ

ァイルを出力することに成功した。大脳皮質、小脳の領域

に関して、MONET シミュレータで読み込み、処理で得られ

た空間分割をもとに並列計算を用いて、シミュレーションの

実行を実行することができた。 

 

４． まとめ 

 Mouse Connectivity Model から得られるコネクトームデー

タについて、シミュレーション向けに前処理を Hokusai で行

い、データの空間分割を行った。 

 

５． 今後の計画・展望 

 今後は、マーモセットやヒトの diffusion MRI などの、異な

る脳データに拡張できるように、開発したプログラムに修正

を加えることを検討している。 
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